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の正常 なw1118を用いて,末 梢味覚器欠損系統 と
してGr5a-rpr,ΔXBs6を用いて餌摂食量定量実験,
寿命の測定,産 卵場所識別能力実験 を行 う。餌摂
食量定量実験では,シ ャーレの中に0～320mMの
NaClを寒天で固めた餌に食物色素で色 を付 け暗
室下に摂食 させ る。摂食終了後,バ ッファーと共
にサンプ リングチューブに入れ,ホ モジネー トを
行い,上 澄み液の吸光度を測定 し1匹 あた りの摂
食量 を各濃度で測定す る。寿命および産卵場所識
別能力アッセイではオス,メ スそれぞれ2匹 ずつ
50mlコニ カルチューブの中に入れ,プ レパ ラー
トに寒天で固めた300mMショ糖 と80mMのNaCl







有意 な変動は見 られなかった。 メスのNaCl摂食
量をオスの摂食量で除 してみると,遺伝変位の有
無にかかわ らず,メ スの方がオスよりも摂食量が
多く,そ の比は80mMで有意に,コ ン トロール群,
Gr5a-rpr群ΔXBs6群の順で小 さくなった。寿
































査委員より1)方 法,結 果,考 察の一部,2)図
の一部について修正箇所が指摘 され,後 日,適切
に修正 されたことを確認 した。
以上のことから,審査委員会は申請論文が歯科
医学の発展 に寄与するものであることを認め,申
請者は学位 を授与するに値すると判断した。
